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第 2 回キャビネット会議 委員長報告書 

                           2006 年 11 月 18 日 
   委員会名：IT・PR・ライオンズカード委員会 

委員長： L 横溝真男 
報告事項（IT 担当部会） 
１） クラブホームページの立上げ推進 

① セミナーの実施・・・10 月 23 日開催のライオンズ研修の日において 
  クラブ HP の作成と PR というテーマでセミナーを行いました。 
  約 60 名の出席者がありました。 
② 地区ニュース１号へクラブ HP 作成・立上げの具体的手順と方法につ

いての解説記事を掲載します。 
③ 現在のところ約 70 クラブが独自・あるいは共同でホームページを持っ

ています。 今期中にさらに 30 クラブの立上げを目標にサポートした

いと考えます。 
２） 地区キャビネットのホームページを全面的にリニューアルしました。 

7 月 28 日より新しいホームページがスタートしています。 
３） キャビネットへのマンスリー報告システムであるサバンナの情報閲覧の

操作について今期のリジョンチェアパーソン・ゾーンチェアパーソンの

方々に資料配布そして説明会を 8 月中に行いました。 
 
報告事項（PR 担当部会）   
４） 今期地区ニュースは 3～4 回発行したい。発行費用の一部を捻出するため

広告掲載の承認を得たので、掲載申込の受け付けを開始します。 
５） 地区ニュース掲載用の原稿提出用紙・取材要請用紙を各クラブに送った

ので、積極的に応募するようお願いしたい。 
６） 地区ニュース 1 号（11 月発行予定）には特集記事として第 1 回キャビネ

ット会議、ライオンズ研修の日、CSFⅡ、ライオンズカード、クラブ HP
の立上げなどを予定しています。 

７） クラブニュース（広報誌）の発行を推進するため、簡易作成ツールを作

成し、希望するクラブへ配布いたします。（ワード利用） 
 
報告事項（ライオンズカード部会） 
８） 地区ニュース等でライオンズカード入会の薦めについての PR を予定。 

・ カード使用後の還付金についてのメリットを PR 
・ 複数枚のカードを持っているメンバーへ、ライオンズカードへの切り替

えを促す。 
・ クラブの支払いをライオンズカードで行うメリットについて PR。 
・ 過去他のカードが普及しなかった理由を述べ、今回のメリットを広報。 

 
    





第２回キャビネット会議 委員長報告書（又は審議事項） 

 

        委員会名  緊急災害援助対策委員会 

            委員長  Ｌ 白川良和（14R1Z 東京大塚ＬＣ）   

 
報告事項（又は審議事項）                                                          
 
  （１）緊急災害発生時の準地区と MD(複合)との関係はどうなるのか指示をお願いした。    
                                          
  （２）委員会としての検討､対策テーマ                           

    ①緊急災害発生時の非常時連絡ネットワーク体制作り                      

                                             
       ②緊急災害発生時のボランティアドクターネットワーク網                                                                       
                                          
    ③東京大地震がもし発生したらどうするか「地震発生防災マニュアル」の研究                                 

                                           
                                         
                                          
                                                                                  
                                          
                                          
                                          
                                          
                                                                                  
                                                                                  

 
（注） １０月２０日（金）までに３３０－A 地区キャビネット事務局にご送付下さい。 
 ３３０－A 地区キャビネット事務局・E-mail  cab@lions330-a.org 

                       ＦＡＸ(０３－５３３０－３３７０) 



第２回キャビネット会議提出案件 

 

                 役職名  緊急災害援助対策委員会委員長 

               第１４R 第１Z  東京大塚 LC          

                               L  名    白 川 良 和   

 
案件 １． 地震災害に関するシンポジウムの開催 
  （説明）                                   
   東京・関東・東海沖にいつ大地震（震度６以上）が来るか、地震が起きた時、我々 
   ３３０－A 地区はどんなボランティア活動をしたらよいか？           
   をテーマに平成１９年４月６日（金）場所 東商ホール 午後２時開催を計画     
   講師 Ｌ久間章生（１Ｒ２Ｚ桜田門ＬＣメンバー）をメインゲストに防衛庁 国土 
   災害担当、警視庁緊急災害課長・東京都庁総合防災部防災対策課長の４人を迎え  
   講演とパネル討論会を開催する。                       
                                          
                                                                                
案件 ２． ボランティア防災ユフォーム制作の件                  
   （説明）                                  
    別紙の通り 、防災性、ファッション性、スポーツ性豊かな          
    We  Ｓerve のスピリットに溢れたユニフォームを企画しました。       
                                                                                  
      このライオンズクラブ３３０－A ボランティアユニフォームは緊急災害発生時や                                                                          
   日常クラブでの募金・献血・献腎・献眼・薬物乱用防止活動や街での清掃・植樹    
   花いっぱいボランティア活動に於いて、いつでも、どこでも ライオンズクラブが                                      

   ボランティア活動を盛んにしていると判る気品の高い３３０－A 独自の企画デザイ                                     

   ンによるボランティアユニフォームです。                                      

   各クラブ毎に２～５着を購入して頂き、日常のアクティビティ活動に備えていただ 
   くようにお願いします。尚、４００着以上の注文がまとまりますとコストも下がり、 
   購入しやすい価格になりますので、是非共多くの採用をお願いします。      
   別紙デザイン画と価格注文書を添付しました。                                      

 
（注） １０月２０日（金・必着厳守）までに３３０－A 地区キャビネット事務局 FAX にてご提出下さい。 

ＦＡＸ(０３－５３３０－３３７０) 



平成 18 年 1１月吉日 
 
 

ライオンズクラブ国際協会３３０－A 地区 
ボランティアユニホームのご案内 

 
 
 

３３０－A 地区緊急災害援助対策委員会一同 
 
 

拝啓、錦秋の候 メンバー皆様方に於かれましては、益々ご健勝にてご活躍の

旨お慶び申し上げます。 
 さて、今記のキャビネット緊急災害援助対策委員会はガバナー諮問事項 
災害時の「人的援助」をテーマに地震発生時の防災教育訓練・勉強会を中心に 
活動を続けております。 
このユニフォームは皆様のボランティア活動・各種のアクティビティー活動時

にライオンズメンバーとして誇りを持ち、気品良く奉仕出来る事を狙いに 
デザイン、運動性、安全性を充分考慮し、通気性、伸縮性を加味し、又、スコ

ッチライト素材を採用し、夜間には光が当ると活動するライオンがクッキリ浮

かび上がる様ＬＣの独自性を生かし制作しました。 
上衣（ブルゾン）・パンツ・防寒コート・帽子（キャップ）の 4 点セットに災害

用安全靴も企画しましたので、是非 ご試着の上ご注文をお願い申し上げます。 
価格は４００着発注ロット単価となっております。 
よって、４００着以上 大幅な注文があれば価格も更に下げる事も可能となり

ます。 
是非共 クラブ・ゾーン・リジョン委員会単位でのご採用を宜しくお願い申し

上げます。 
敬  具 

 
記 

 
第一期注文受付締切  １１月３0 日（木）   納品 1 月２０日 
第二期 〃      １２月２５日（月）   納品 2 月末日 

 
 
 







     第 ２ 回 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 議 提 出 案 件 

 
ライオンズクラブ国際協会３３０－A 地区 
ガバナー Ｌ 森  山    勇  様 

 
 

役職名 ３３０－Ａ地区 ＹＥ委員会 委員長 
第５Ｒ・第１Ｚ 東京尾張町ＬＣ 

Ｌ 名 Ｌ 鷹 箸 貞 夫 
                          

案件Ⅰ． ２００６～２００７年度ＹＥ協賛金拠出のお願い 
 
（説明） 
 ２００６～２００７年度ＹＥ委員会は、ライオンズクラブ国際協会における青

少年育成プログラムとして長年の歴史と実績をもつＹＥプログラムを、時代の変

遷も考慮しながら推進してまいります。 
ホームステイによる交換事業により、青少年は海外での生活体験を通して、異

文化交流、各国間の相互理解を深めることを目的としており、ＹＥ委員会として

は、派遣生、来日生にＹＥプログラムの持つ本来の意義をしっかり認識させ、国

際親善大使としての役割を果たすよう指導してまいります。 
２１世紀を担う青少年たちに、国際間の架け橋となり成長することを期待して

おります。 
又今期は今迄青少年レオ育成・ライオンズクエスト推進委員会が主導して開催

されてまいりました「英語スピーチコンテスト」を、当ＹＥ委員会が担当し開催

することとなりました。 
前期第２回は参加者１１０名、コンテスト出場者１２名という大勢の方にご参

加いただき素晴らしい功績を残されております、本コンテストは東京都知事賞が

授与される厳正なコンテストでもあります。 
今期もこのようなＹＥ委員会に対してご理解を賜り、事業を遂行するための資

金として、各クラブ １メンバー当り ￥５００円以上のご協賛金の拠出をして

頂けますようお願い致します。 
以 上 

 

協賛金 ： 各クラブ １メンバー当り ５００円 以上 

 
  
 
 



＜報告事項＞ 

１．定例委員会の開催 

  ２００６年８月より１０月まで３回開催。その他、正副委員長会議を４回開催。 

２．今までの開催行事 

  ① 各クラブＹＥ委員長会  ９月２５日 於：京王プラザホテル 

  ② ＹＥＳ（派遣経験があり、各種行事においてアシストして頂く学生） 

クラブ結成式      ９月３０日 於：代々木オリンピックセンター 

３．前半期における行事予定 

  ① 派遣候補生選考テスト １１月２３日 於：キャビネット事務局 

  ② 冬期ホスト家庭オリエンテーション 

              １２月 ２日 於：キャビネット事務局 

  ③ 青少年英語スピーチコンテスト ２００７年５月開催予定  

４．活動状況 

 ①冊子の配布 

   ２００６～２００７年度ＹＥプログラム（経費節減のため、前期の冊子に変更箇所にシー

ルを貼り修正したもので対応）を「各クラブＹＥ委員長会」において配布。ご欠席の各ク

ラブには、郵送にて配布。ＹＥ事業への理解を求める。 

  ②派遣生の状況 

   冬期：１名（ペルーに派遣） 

   春期：未定 

   夏期：１２名（予定） 

  ③来日生の状況 

   冬期：４名（マレーシア２名、シンガポール２名） 

   春期：７名（タイ） 

    

以 上 



      第２回キャビネット会議 委員長報告書 

 

２００６～２００７年度 

３３０－Ａ地区ガバナー Ｌ森 山 勇 様 

２００６～２００７年度 

ＹＥ委員会委員長 Ｌ鷹箸 貞夫 

 

＜はじめに＞ 

 ライオンズクラブ国際協会の「青少年交換プログラム」“Ｙouth  Ｅxchange  Ｐrogram”略し

て「ＹＥプログラム」は、１９６２年の国際理事会で承認され、１９６３年より発足しました。 

現在で４３年の歴史があり、青少年の健全育成を目的とした国際プログラムとして、国際協会の

事業の柱となっております。 

 かつてはＹＥＰと言い、メンバーの子弟を対象としたものでありましたが、海外渡航事情は大

きく変わり、豊かな家庭の子弟であれば簡単に海外に行くことが出来る時代となりました。 

そこで３３０－Ａ地区に於いては、近年ライオンズの子弟ばかりでなく、病気や災害（交通遺

児）自死（自殺）で親を亡くした母子家庭等、資金的ハンディキャップを持つ遺児高校生、大学

生を物心両面で支える民間非営利団体より人選しての派遣も行ってまいりました。今年度も各ク

ラブの賛同を得て、これを積極的に推進してまいりたいと考えております。 

家庭の事情で海外に行く機会を持つことが出来ない優秀な青少年が、ＹＥプログラムによって

海外生活をホームステイにより体験し、ライオンズの使命を担って、生活習慣、歴史・文化の交

流を計り、国際親善大使として活躍していただくことは、ライオンズクラブのアクティビティと

してたいへん相応しいものと存じます。 

派遣生のオリエンテーションは、英会話のみならず、日本の文化・歴史を他国に説明できる力

をつけることも指導してまいりたいと考えております。 

今期森山ガバナーの当クラブに対する諮問事項に沿って、各クラブより拠出いただきましたＹ

Ｅの協賛金につきましては、委員会一同、無駄な支出を避け、節約に徹し、全ての事業がより充

実したアクティビティとなりますように努力いたします。 

又、収支報告につきしても皆様にご理解いただけるよう最善の努力をいたす所存ですので、重ね

て宜しくお願い申し上げます。 

 

 







第2回キャビネット会議　委員長報告書　(又は審議事項)　
　

　 委員会名　         献血・エイズ委員会

委員長　　Ｌ       吉田　　　實

報告事項　(又は審議事項)

1．今年度活動方針

　　　ガバナー方針に沿い、当委員会の活動方針が決定した。

　①献血関係

　　ライオンズクラブが献血事業に係わって以来、30余年。その活動については各クラブ会員の

　努力により大きな成果を挙げてきたことは周知のことである。今後は単なる献血マシーンの

　一部に組み込まれることとなく実効性のある活動を継続する為にも、この機に献血事業の全

　般について認識を深めるべく方策を模索し実施する。　　　

　②エイズ関係

　　献血とは基本的には連動していることですが、まだまだ前者に比べ認識度が低いため、そ

　の啓蒙の意を含め、関係行政機関等とも協力し、その実態をまず把握し、その拡散防止等に

　ライオンズクラブして何をなすべきか、何ができるかを熟慮し指針を確立したい。

(注) 10 月 20 日(金)までに330-Ａ地区キャビネット事務局にご送付ください。
      330-Ａ地区キャビネット事務局・Ｅ-mail cab@lions330-a.org

        ＦＡＸ　　0 3 - 5 3 3 0 - 3 3 7 0

















第２回キャビネット会議 委員長報告書（又は審議事項） 
委員会名  第５３回年次大会委員会       

委員長   Ｌ 矢島 真治           

報告事項（又は審議事項）                          

  第１回委員会を平成１８年９月５日に開催しました。第５３回年次大会に向け

て、活発な意見等が出て、ガバナー方針の根幹である「明るく、楽しく、元気よく」

にともない、成功裡に導く為に今後、委員会にて調整致して行きます。     

  又、メンバー全員参加のもとに実現したく、各部会員の皆様の選出等、お手数

ですが宜しくお願い致します。        

                   

              

              

               

            

              

              

            

              

              

                 
（注）１０月２０日（金）までに３３０－Ａ地区キャビネット事務局にご送付くだ

さい。 
 ３３０－Ａ地区キャビネット事務局・E-mail cab@lions330-a.org 
      ＦＡＸ ０３－５３３０－３３７０ 
 








